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１．用語について 

この手引きで使用する用語の定義は、次のとおりです。 

（1）敷地 

建築基準法施行令第 1条第一号の定義による敷地をいいます。 

（2）建築物 

建築基準法第 2条第一号の定義による建築物をいいます。 

（3）敷地面積  

建築基準法施行令第 2条 1項一号による面積をいいます。 

（4）建築面積 

建築基準法施行令第 2条 1項二号による面積をいいます。 

（5）総合設計制度等の敷地 

①総合設計制度（建築基準法第 59 条の 2）、②一団地建築物設計制度・連担建築物設計制度（建築基準法

86 条第 1 項・第 86条第 2 項）、③再開発等促進区（都市計画法第 12 条の 5 第 3 項、地区整備計画が定め

られている区域に限る）、④高度利用地区（都市計画法第 8 条第 1 項第三号）、⑤特定街区（都市計画法

第 8 条第 1項第四号） 

（6）地上部 

敷地のうち、建築物の存する部分を除いた部分をいいます。 

（7）屋上部 

建築物及び工作物等の最上部分をいいます。 

（8）植栽基盤 

樹木、芝などの植物が育成するための土壌、その他の資材（マルチング材等）で覆われている土

壌基盤等をいいます。 

（9）木本類 

多年にわたって繰り返し開花・結実し、茎は木化し肥大成長を続け長い間存続する植物。 

（10）草本類 

一年以内に開花・結実し、短期間(一年程度)で枯れてしまう、あるいはそれより長持ちする場合

でも肥大成長しない植物。 

（11）樹 木【樹木とは、木本類のうち下記の①から④とします。】 

① 高 木：植栽時に高さ 2ｍ以上で、成木の高さが 3ｍ以上になるもの。 

② 中 木：植栽時に高さ 1.5ｍ以上で、成木の高さが 2ｍ程度になるもの。 

③ 低 木：植栽時に高さ 0.3ｍ以上 1.5ｍ未満のもの。竹類は高さ 1.5ｍ以上であっても低木です。 

④ 植樹帯：植栽時に高さ 0.2ｍ以上の樹木。0.2ｍ未満の樹木は地被植物となりますので、地上部の植樹

帯としては認定できません。笹類は密植した状態であれば植樹帯で計上できます。 

（12）地被植物 

地被植物とは、草本類の多年草（宿根草）及び上記樹木の 0.2ｍ未満のもの。サボテン類は地被

植物。渋谷区ではコケ類は認定しておりません。多年草は地上での緑化面積算定できませんのでご注意ください。 

（13）既存樹木 

緑化計画書提出時に当該計画敷地内に存する樹木で、緑化完了時においても敷地内に存する樹木

及び同一敷地内に移植した樹木をいいます。 
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２．緑化計画書届出の流れ図 

計画時完了時ともに必ず事前相談をお願いします。事前相談がない場合、提出から副本交

付まで２週間以上の日数を要することがあります。 

 

 

 

•修正がないよう必ず事前相談をお願いします(不明点の問い
合わせ、計画がある程度固まった段階での書類作成と提出)。

事前相談（必ずお願いします）

• 建築確認申請とは連動していませんので同時進行できますが、

着工までに緑化計画認定書(副本)を終える必要があります。

緑化計画書の提出（正・副２部）

• 事前相談を経て受理した日から緑化計画認定書(副本)の交付

までは、約２週間(10営業日)後です。

緑化計画書受理・緑化計画認定書(副本)交付

• 計画時同様に必ず事前相談をお願いします。

完了前の事前相談（必ずお願いします）

緑化工事完了

• 計画時に準じた書類に加え、完了写真が必要です。

• 検査日時の打ち合わせ

緑化完了書の提出（正・副２部）

緑化完了検査

• 事前相談を経て受理した日から緑化完了書(副本)の交付まで

は、約２週間(10営業日)後です。

緑化完了書受理・緑化完了書(副本)交付
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３．緑化計画の届出が必要な方 

｢渋谷区みどりの確保に関する条例｣第１８条の規定により、下記の行為を行

う方は、渋谷区に｢緑化計画書の届出｣が義務づけられています。 

敷 地 面 積  ３ ０ ０ ㎡  以 上 の 土 地 に 、              

建築物を新築、又は増改築される方 

(1)国及び地方公共団体が有する敷地で２５０㎡以上の場合は緑化計画書の届

出が必要です。【区条例施行規則 別表第二】（第 10条関係） 

 

 

 

 

 

 

 

(2)敷地面積 300 ㎡以上の敷地で建築確認申請構造物のない自動車           

駐車場を設置される方は、接道部の緑化及び敷地内の緑化に協力してくだ

さい。 

(3)敷地面積 1,000 ㎡以上における、東京都「東京における自然の保護と回復

に関する条例」の手続きのうち、緑化計画《都条例 14 条》の手続きは、

「渋谷区みどりの確保に関する条例」の「緑化計画書」の届出に一元化さ

れております。このため、東京都環境局への手続きは必要ありません。た

だし、敷地面積 3,000 ㎡以上（風致地区は 1,000 ㎡以上）は、開発許可

《都条例 47 条、48 条》に該当する場合がありますので、事前に東京都へご

相談下さい。 

東京都環境局自然環境部緑環境課指導担当 （直通電話：03-5388-3455）  

１ 一般設計 250 ㎡以上～1,000 ㎡未満    

（敷地面積－建築面積）×0.2 + 建築面積×0.2 

1,000㎡以上 

（敷地面積－建築面積）×0.25 + 建築面積×0.25 

２ 総合設計 250 ㎡以上～1,000 ㎡未満    

（敷地面積－建築面積）×0.3 + 建築面積×0.3 

1,000㎡以上 

（敷地面積－建築面積）×0.35 + 建築面積×0.35 
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４．緑化面積の算定 

建築物の新築工事又は増改築を行う場合、その敷地（地上部）及び当該建築物（屋

上部）の緑化面積は、下記の算定方法で得られた面積です。 

※ 緑化対象面積は、下記「①地上部（敷地）の緑化面積」＋「②屋上部（建築物）

の緑化面積」の合計面積です。 

・ 屋上緑化は、壁面・フェンス・ベランダ緑化を含みます。 

・ 地上部及び屋上部の緑化面積は、相互に振替可能です。  

 

（１）一般設計制度による建築物 

 

 ①地上部（敷地）の緑化面積  

5,000 ㎡未満の敷地 （敷地面積－建築面積）×0.2 

5,000 ㎡以上の敷地 （敷地面積－建築面積）×0.25 

 

  ②屋上部（建築物）の緑化面積  

5,000 ㎡未満の敷地  建築面積×0.2 

5,000 ㎡以上の敷地  建築面積×0.25 

 

（２）総合設計制度等適用関連の建築物 

 

①地上部（敷地）の緑化面積  

5,000 ㎡未満の敷地 （敷地面積－建築面積）×0.3 

5,000 ㎡以上の敷地 （敷地面積－建築面積）×0.35 

 

②屋上部（建築物）の緑化面積  

5,000 ㎡未満の敷地  建築面積×0.3                    

5,000 ㎡以上の敷地  建築面積×0.35 
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５．緑化面積の算定基準 

渋谷区では、基本的に植物の植えられる植栽基盤の面積が緑化面積の上限と

なります。（生け垣は異なります。） 

 

６．地上部（敷地）の緑化 

樹木で行ってください。 

地被植物では、地上部での緑化算定面積には算入できません。 

 

７．屋上部（建築物）の緑化 

樹木、多年草等地被植物又はつる植物で行ってください。 

壁面、フェンス、ベランダの緑化も屋上部の緑化算定面積に算入してくださ

い。 

 

８．緑化面積の算定方法 

 （１）樹木の算定 

単独木１本あたりの緑化面積の算定基準 

高 木（植栽時に 2m以上で成木時に 3m以上になるもの） ３㎡ 

中 木（植栽時に 1.5m以上 2m未満のもの） ２㎡ 

低木 A（植栽時に高さ 0.6m以上 1.5m未満のもの） １㎡ 

低木 B（植栽時に高さ 0.3m以上 0.6m未満のもの）  0.3㎡ 

 

※竹類は低木ですが、構造物に対して根が影響を与える恐れがありますので、コンクリー

ト桝等で竹の根張り対策を講じてください。また、生け垣には認定できません。 
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（２）生け垣による緑化面積の算定 

樹木の高さ(上限 3m)×生け垣の延長  

 

① 樹木の高さと生け垣の延長で算出します。 

【例】樹木の高さ 1.3ｍ、生け垣の延長 10ｍの場合 1.3ｍ×10ｍ＝13 ㎡ 

② 樹木の高さは 0.9ｍ以上で、樹種は問いませんが緑量を増す生け垣に適した樹

木を使用してください。 

③ 植栽の幅は、植物が生育するのに必要な植栽幅（0.3ｍ以上）を必ず確保して

ください。 

④ 植栽間隔は、樹木の枝葉が重なり合う程度（約 0.3～0.4ｍ間隔）を目安とし

ますが樹種に合わせた植栽間隔で行ってください。 

⑤ 樹木の支えが必要な場合は、布掛け、竹垣、フェンス等で行ってください。 

⑥ 植樹帯等他の緑化面積換算基盤と同一基盤内に生け垣による緑化を行う場合

は、植栽幅(0.3ｍ以上)×延長分の面積を植樹帯等他の植栽基盤面積から除い

てください。 

⑦ 緑視の観点から、道路など敷地の外から見た延長で判定します。 

 

（３）植樹帯による緑化面積の算定 

樹木が密植状態に植えられた土の部分全体の面積  

 

① 植栽は高さ 0.2ｍ以上の樹木の寄せ植えで、植栽時に密植状態（枝葉が触

れ合う程度）のものとします。 

② 1 ㎡あたり 9 本以上を目安としますが、樹種に合わせた植栽間隔で構いま

せん。 

③ 植樹帯の中に樹木を植栽した場合、算定するのは植樹帯の面積のみとしま

す。（ダブルカウントは出来ません） 

 

（４）屋上部での地被植物の算定 

地被植物が密植状態で植えられた土の部分全体の面積  

 

① 植栽は多年草・つる植物等で、植栽時に密植状態のものとします。 

② 樹種に合わせた植栽間隔で植えてください。 

③ 地被植物には、シバ類、タマリュウ、リュウノヒゲ等があります。 



 

7 

 

（５）壁面緑化の算定 

① つる植物による登はん型及び下垂型で行なう場合の算定  

⚫ 株間は 0.3ｍ程度で植栽してください。 

⚫ 植栽時のつるの長さは、0.2ｍ以上にしてください。 

⚫ 植栽幅（植物が生育する土の部分）は、0.3ｍ以上にしてください。 

⚫ 他の緑化基盤と同一基盤内を植栽として、登はん型、下垂型による緑化

を行う場合は、つる植物の植栽幅(0.3ｍ)×延長分の面積を他の緑化基盤

面積から除いてください。（Ｐ15Ｅ・Ｉ参照） 

⚫ 植栽基盤に簡易なＦＲＰ製等のプランター類は使用しないでください。 

⚫ 計画書及び完了書に、使用する資材のパンフレット等を添付してくださ

い。 

ア 登はん型  

登はん型 （高さ）1.2ｍ×（延長）ｍ  

⚫ 高さは 1.2ｍを固定値として算出します。 

⚫ フェンス等の高さが 1.2ｍに満たない場合は、フェンス等の高さで算出

して下さい。 

⚫ 登はんで使用するフェンス等に樹種マット入り等特殊なフェンス等を使

用する場合は、高さの上限が変更となる場合がありますので、事前にパ

ンフレット等をご持参の上ご相談ください。 

イ 下垂型 

下垂型 （高さ）2ｍ×（延長）ｍ  

⚫ 下垂の高さは 2ｍを固定値として算出します。 

⚫ フェンス等の高さが 2ｍに満たない場合は、フェンス等の高さで算出し

て下さい。 

 

② 特殊な植栽専用補助資材を使用した算定  

 （高さ）上限：2ｍまたは資材の高さ×（延長）ｍ  

植栽専用補助資材を使用する場合、成長後に壁面を覆う部分が緑化されると

想定し被覆面積全体で算出します。ただし、ワイヤーやフェンスを使った場

合の高さの上限は 2m、パレット式の場合は資材の高さで算出し高さ上限なし

とします。 

⚫ 特殊な植栽補助資材に該当しない場合又はフェンス等の被覆面積の一部

が該当しない場合もあります。必ず事前にパンフレット等をご持参の上

ご相談ください。 

⚫ 計画書及び完了書に使用する資材のパンフレット等を添付してください。  
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（６）その他の算定（必ず事前にご相談してください。） 

① 菜園（屋上部のみ可） 

菜園は枠で囲われた土の部分の面積とします。土の深さは 0.3ｍ以上必要です。 

② 池・川・滝等 

樹木等の植栽と一体となる池・川・水路・滝等の面積は算定します。 

③ 園路等（デッキは除きます） 

樹木等の植栽と一体となる園路の面積が、該当する各緑化基盤面積の 20％以下で、

木道等断熱効果のある物（ウッドチップ、枕木、砂利）を使用する場合は、その

園路の２分の１を緑化面積に算入することができます。 

④ 移動可能な植栽基盤・プランター類等 

耐久性の優れた素材で、本体単体で 50 ㎏以上の物。ただし、屋上部では 50 ㎏未

満の物でも連結し固定したものは該当します。 

 

 （７）注意事項 

① 緑化面積とする場所は、上空が遮へいされていない天空の場所とします。ただ

し、植物の育成環境として支障がないと認められる場合には、その一部を天空

ではない場所に設けることができます。詳しくはご相談下さい。 

② 単独木の算定面積の合計が植栽基盤の面積を上回る場合は、植栽基盤の面積を

緑化面積とします。（植栽基盤面積が緑化面積の上限となります。） 

③ 土の飛散防止等の砂利敷きについては基盤面積に算入できますが、飛び石・マ

ンホール・雨水ます・消防設備・空調設備・配管等、樹木を植えることができ

ない部分の面積は、緑化面積から除外してください。ただし、灌水設備等植物

の育成に必要な設備については緑化面積に算入してください。 

④ 固定された植栽基盤の土止め幅が 0.1ｍ以内の場合は、土留めを含む外寸で算定

してください。0.1ｍを超えた場合は内寸で算定してください。 

⑤ 他の法令等により樹木を植栽できない区域及び、東京都建築安全条例の避難通

路や窓先空地などは、緑化基盤面積に算入できません。 

⑥ 隣地境界等と建築物間（フェンスと建物の隙間等）の最低植栽幅は、植栽のメ

ンテナンスが出来る幅（0.6ｍ以上）とします。 

⑦ ツリーサークルはサークル面（土が出ている部分）が基盤面積となります。グ

レーチング等（浸透性のある素材）で覆った場合はグレーチング等の面までを

基盤面積とします。 

⑧ グレーチング等特殊な資材を利用する場合は、必ず事前にパンフレット等をご持

参の上ご相談ください。 

⑨ 恒常的な緑化を基本としておりますので、日常の水やりが困難な場所を緑化基盤

とする場合は、灌水設備を設置するようお願いします。 

⑩ 景観計画同様、可能な限り在来種による緑化にご協力をお願いいたします。 
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９．緑化緩和措置 

既存樹木を伐採せずそのまま利用する場合又は同一敷地内に移植した場合は、

緑化面積を下記のとおり算定します。既存樹木が特定できる写真、既存樹木の位

置を記載した図面、樹種及び樹高を記載した資料を持参の上、事前にご相談下さ

い。 

なお、完了時に申請された樹高より剪定等により低くなってしまった場合、枯

死してしまった場合等、緩和面積の変更又は緩和措置が取り消しになる場合があ

ります。 

◎ 計画書・完了書の添付書類となります。 

 

    【 既存樹木 1 本あたりの緑化換算面積 】 

  既存樹木 A（樹高が 10m 以上） ………………… 12 ㎡ 

  既存樹木 B（樹高が 5m 以上 10m 未満）………… 9 ㎡ 

  既存樹木 C（樹高が 3m 以上 5m 未満）  ………… 6 ㎡ 

 

１０．屋上緑化の留意点 

代表的な植栽基盤 

① 人工軽量土壌とパッケージのトレー（雨水一時貯留型・雨水保持型等） 

② 排水パイプ（過湿状態を防止するため） 

③ 防根シート、または耐根シート（植物の根張り防止材） 

④ スラブ＋防水（ＦＲＰ防水・コンクリート防水・ウレタン防水等） 

※ 一般的には、①～④の組み合わせになります。 

① 人工軽量土壌等 

② 排水パイプ 

③ 防根シート 

④ 防水層 

 

１１．緑化計画書の提出と手順 

緑化計画書を届出される方は、当該建築物の計画段階で必ず事前相談をお願い

します。｢緑化計画書｣は正・副各１部ご提出ください。 
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（１）事前相談 

① 事前相談にあたっては、緑化計画書添付予定の書類をお持ちください。 

② 保存樹木等がある場合は、届出がないと移植、伐採等ができません。必ず事

前にご相談ください。 

 

（２）緑化計画書の提出 

① 着工前に｢緑化計画書｣２部（正・副）を提出してください。 

② 緑化計画書提出後、緑化基準に適合していれば、副本を約２週間後（10 営業

日後）に緑化計画認定書として交付します。 

③ 緑化計画書には次の図面等を記載の順番で綴り、担当者の名刺を添付してく

ださい。※令和４年８月より押印は不要となりました。 

(ア) 現地案内図    地図に当該地の位置、建築概要書記載の地名地番と住居表 

示、用途、敷地面積、建築面積を明示してください。現地

案内図とは別に建築概要書の添付でも可。 

(イ) 委任状      建築主から設計者へ書類作成・提出を委任する場合。 

(ウ) 緑化面積等一覧表 P16の作成例を参考に誤りのないよう記入。 

(エ) 植栽植物一覧表  P17の作成例を参考に誤りのないよう記入。 

(オ) 緑化計画平面図  建築物の位置、地上部及び屋上部の植栽基盤等の位置、 

面積、長さ、植栽の位置・種類・高さ等を記入してください。 

(カ) 屋上緑化断面図  屋上緑化用植栽基盤等の種類と構造及びその断面を記 

載してください。パレット式等使用の場合は、メーカ 

ーのパンフレット等を添付してください。 

(キ) 既存樹木報告書  既存樹木を利用する場合は、上記添付資料とは別に、工事 

前の既存樹木が特定できる写真、既存樹木の位置を記載し 

た図面、樹種及び樹高を記載した資料を添付してください。 

④ 前項の各図表は、下記の綴じ方例を参考に、Ａ４サイズ（図面など必要なも

のはＡ３）とし、ダブルクリップ等でまとめて下さい。ホッチキス不要。 

【 緑化計画書の綴じ方（例）】 

 

 

  

          

                           

                            

                            

                      

                           

                             

 

カ

 

  

オ 

ア 

ア 現地案内図 

イ 

イ 委任状 

ウ 

ウ 緑化面積等一覧表 

エ 

エ 植栽植物一覧表 

オ 緑化計画平面図 

カ 屋上緑化断面図 

緑化計画書 

キ 
キ  既存樹木報告書 



 

11 

１２． 緑化完了書の提出と手順 

計画時同様、一覧表と図面等により事前の相談をお願いいたします。 

 

（１）緑化完了書の提出 

当該施設の緑化が完了しましたら｢緑化完了書｣を｢正・副｣ 各１部提出してください。 

※令和４年８月より押印は不要となりました。 

 

（２）緑化完了書の作成要領 

① 緑化完了書の正・副本には、緑化計画に準じた添付書類及び完了写真等（写真

に番号を記入、平面図に写真番号及び撮影方向を記入）を添付してください。 

② 図面等はＡ４サイズに折って左端をダブルクリップ等で止めてください。ホッ

チキス不要。 

③ 緑化計画確認番号、認定日の欄には緑化計画書の受付番号、認定日を記入して

ください。 

④ 計画から緑化面積が大きく変動したときも事前に相談をお願いいたします。必

要に応じて別の書類の提出を求める場合があります。 

 

 （３）区による緑化完了の確認 

① 緑化の完了に当たっては、現場の確認検査を行います。 

② 緑化完了書の提出時に、現場検査の日時を決定いたします。 

③ 緑化の完了を確認しましたら、確認印を押した緑化完了書（副本）を建築主に

交付します。 

 

（４）緑化完了書提出時の注意事項 

① 植栽基盤内に計画書提出段階では記載されていなかった、マンホール・雨水ま

す・消防設備・空調設備・配管等が緑化基盤内に設置された場合は、緑化面積

より除外してください。 

② 緑化完了検査日は完了書提出後、７営業日以降の日程で調整をお願いします。

混み具合にもよりますので、早めのご提出をお願いいたします。 

 

  



 

12 

緑化に使用される一般的な樹木例 

中
・
高
木 

アオギリ アキニレ アラカシ イチイ イチョウ 

ウバメガシ ウメ エゴノキ エンジュ オウバイ 

カイヅカイブキ カイドウ カエデ カクレミノ カシワ 

カツラ カナメモチ キョウチクトウ キンモクセイ クスノキ 

クロガネモチ ケヤキ コナラ コニファー類 コノテガシワ 

サカキ サクラ サツキ サルスベリ サンゴジュ 

シャラノキ（夏椿） シラカシ シンジュ スギ スズカケノキ 

スダジイ センダン ソヨゴ タイサンボク タブノキ 

ツツジ トウカエデ トベラ ニシキギ ネズミモチ 

ハナカイドウ ハナミズキ ハルニレ ハンノキ ヒイラギ 

ヒサカキ ヒバ ヒュウガミズキ ピラカンサ マサキ 

マテバシイ マユミ ムクゲ モクレン モチノキ 

モッコク ヤマボウシ ヤマモミジ ヤマモモ ユリノキ 

低
木 

アジサイ アセビ アベリア ウメモドキ エニシダ 

オオデマリ カンツバキ グミ サツキ シモツケ 

シャクナゲ シャリンバイ ジンチョウゲ 竹類（要 防根） ツツジ 

ハコネウツギ バラ ヒイラギナンテン ミヤギノハギ ムクゲ 

ヤツデ ヤマブキ ユキヤナギ ユスラウメ レンギョウ 

ローズマリー         

生
垣
用 

アラカシ イヌツゲ イヌマキ イスノキ イチイ 

イトスギ エレガンテシマ カイヅカイブキ カクレミノ カナメモチ 

カラタチ キャラボク キンメツゲ キンマサキ キンモクセイ 

ギンバイカ クチナシ コクタン コノテシガワ ゴールド・ライダー 

サンゴジュ シラカシ トキワマンサク ドウダンツツジ ニオウヒバ 

ハマヒサカキ ヒイラギ ベニカナメモチ ボックスウッド マキ 

マサキ レイランドヒノキ レッドロビン コニファー類   

植
樹
帯 

高さ 0.2ｍ以上の樹木を使用してください。 
アベリア イヌツゲ オタフクナンテン ササ類(植樹帯のみ） サツキ 

ツツジ ハイビャクシン フィリフェラオーレア ボックスウッド メギ 

ローズマリー ※ササ類は単独の低木としての換算は出来ません。 

地
被
類 

アジュガ イワダレソウ シバ シバザクラ シャガ 

タイム タマリュウ ヒメツルソバ フッキソウ ポーチュラカ 

マツバギク ヤブラン ラベンダー ラミューム リュウノヒゲ 

サボテン類         

渋谷区では地被類に「コケ類」は認定しておりません。 

ツ
ル
植
物 

アイビー イタビカズラ オオイタビ オオタビ カラスウリ 

カロライナジャスミン キウイフルーツ キヅタ クレマチス サネカズラ 

サルナシ スイカズラ ツキヌキニンドウ ツルグミ ツルバラ 

ツルマサキ テイカカズラ トケイソウ ナツヅタ ノウゼンカズラ 

ハゴロモジャスミン ビンカマジョール フジ ヘデラ類 ムベ 

※ サボテン類は地被類で認定しております。 

※ この表はあくまでも一例です。他にも、植栽する場所の環境や目的に応じた植物がありますので、専門家にご相

談ください。 

※ 景観計画同様、シマトネリコは禁止です。また、可能な限り在来種による緑化にご協力ください。  



 

13 

 

住　　所

氏　　名 担当者

電　　話 担当電話

１　一戸建 ２　共同住宅 ３　事務所

敷地面積　 建築面積

[（　　　　　㎡） －（　　　㎡）]×　　　＝ ㎡

（　　　　　㎡） ×　　　＝ ㎡ ㎡

累計 単位面積 緑化面積

本 　　　　　㎡ ㎡

現存樹木 　ｍ 本 ㎡ ㎡

本 　　　　　 　㎡ ㎡

本 　　　　　 　㎡ ㎡

ｍ ㎡ ㎡

ｍ ㎡ ㎡

㎡

屋上 ㎡

壁面 ㎡

ベランダ ㎡

敷地の緑化計画面積（合計）

別記第7号様式（第11条関係）
令和　　　年　　　月　　　日

　　　　　渋谷区長　　殿
　　　　建築主　住　　所

　　　　　　　　　　 　　　　 氏　　名　
　　　　　　　　電話番号

緑　化　計　画　書
渋谷区みどりの確保に関する条例第18条の規定に基づき、下記のとおり緑化計画書を提出します。

本

設計者

　

　 　

　 　

建築場所（住居表示） 渋谷区　　　　　　　　　　　　

施設の種類 ４ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

樹木等 植栽樹木

緑　化　対　象
面　積 合　計

建築物の緑化面積
　  建築面積  

緑化面積
の算出式

敷地の緑化面積
 

本

緑化完了予定日 受　付　欄 認　定　欄

建築物の
緑化面積

㎡緑化計画総面積　（敷地＋建築物）

植  樹  帯

生  け  垣

低　　　木

敷
地
の
緑
化
計
画

中　　　木 本

高　　　木

備　考　欄
年　　　　月　　　　日

建築物の緑化面積 植栽の種類

㎡

連絡の取れる担当者名を記入

○を付ける
建築確認申請の面積

事前相談・写真が必要です。

屋上緑化に使用する予定の樹木・植物名です

上記と同じ、建築面積

A

B A+B

住居表示が付定されていない場所は、旧住居表示等を記入

植樹帯
の面積

計画面積≧A+B

生垣の延長

フェンス
緑化を含む

植栽する樹種ごとの本数です。書ききれな
い時は「代表的な樹木 ほか 〇〇本」と記
入してください。

フリクションペン等消せるペン
使用の場合は受理いたしません

低木は、算定基準が低木Ａと低木Ｂ
で異なりますので、2段書きでご記入
下さい。

設計会社名と代表者名

地上部緑化面積

屋上部緑化面積

地上部緑化計画

屋上部緑化計画

小数点第三位切り捨て

縦計ではありません。緑化面積等一覧表
の地上部、緑化判定面積を転記。

押印不要
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住　　所

氏　　名 担当者氏名

電　　話 電　　　　話

敷地面積　 建築面積

[（　　　　　㎡） －（　　　㎡）] ×     ＝ ㎡

（　　　　　㎡） ×      ＝ ㎡ ㎡

累計 単位面積 緑化面積

本 　　　　　㎡ ㎡

現存樹木 　ｍ 本 ㎡ ㎡

本 　　　　　　㎡ ㎡

本 　　　　　㎡ ㎡

ｍ ㎡ ㎡

ｍ ㎡ ㎡

地上緑化竣工面積（合計） ㎡

屋上 ㎡

壁面 ㎡

ベランダ ㎡  ㎡

㎡

備考欄

緑化計画確認番号 認　定　日        　　年　　月　　日　

　　緑化竣工総面積

　緑 化 完 了 日          　　年　　月　　日

建築物の緑化面積 植栽の種類

建築物の
緑化面積

㎡緑化計画総面積　（敷地＋建築物）

緑　化　対　象
面　積 合　計

建築物の緑化面積
　　建築面積  

緑化面積
の算出式

敷地の緑化面積
 

植  樹  帯

生  け  垣

低　　　木

敷
地
の
緑
化
計
画

中　　　木

樹木等 植栽樹木

高　　　木
本

建築場所（住居表示） 渋谷区　　　　　　　　　　　　

設計者

　

　 　

　 　

　　　　　　　　　　 　　　   氏　　名　
　　　　　　　　電話番号

緑　化　完　了　書
下記のとおり緑化を完了したので報告します。

別記第8号様式（第11条関係）
令和　　　年　　　月　　　日

　　　　　渋谷区長　　殿
　　　　建築主　住　　所

連絡の取れる担当者名を記入

建築確認申請の面積

写真が必要です。

屋上緑化に使用する樹木・植物名です

必ず記入してください

上記と同じ、建築面積

住居表示が付定されていない場所は、旧住居表示を記入

植栽する樹種ごとの本数です。書ききれない

時は「代表的な樹木 ほか 〇〇本」と記入し

てください。

必ず記入してください

生垣の延長
植樹帯の
面積

緑化計画書の緑化計画総面積

A

B

C

B+C

フリクションペン等消せるペン
使用の場合は受理いたしません

低木は、算定基準が低木Ａと低木Ｂ
で異なりますので、2段書きでご記入
下さい。

地上部緑化面積

屋上部緑化面積

地上部緑化

屋上部緑化

小数点第三位切り捨て

縦計ではありません。緑化面積等一覧表
の地上部、緑化判定面積を転記。

必ず記入してください

設計会社名と代表者名

押印不要
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ツ 

 

 

ハ シ シ 

 

緑 化 計 画 平 面 図（見 本） 

 

                   

                 B                  Ａ                   

 

                                                       

                                                         

                                ソ 

        出入口 

              建物（屋上部分） 

                          

                           Ｇ                             

                       

         

      

                        

          

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 必ず接道の長さ及び接緑の長さを記載してください。 

※ 可能な限り各基盤の辺の長さと面積（特に不定形の基盤）を記載してください。 

10m（接緑） 

23m（接道） 

道路境界線 

 

0.3m 

D（植樹帯 ｻﾂｷ ） 
C（生垣 ｶﾅﾒﾓﾁ） 

0.3m 

Ｈ  15m×1.2ｍ＝18 ㎡

（壁面：登はん型 ﾍﾃﾞﾗ） 

2.7m 
Ｉ 15m×1.2ｍ＝18 ㎡

（壁面：登はん型 ﾍﾃﾞﾗ） 

15m 

シバ 

3.0m 

5.0m 

オ 

1m 

Ｅ
（
植
樹
帯 

ボ
ッ
ク
ス
ウ
ッ
ド
） 

 

2.0m 

オ 

 

15m 

Ｅ 15m×2.7ｍ＝40.5 ㎡（植樹帯 ﾎﾞｯ

ｸｽｳｯﾄﾞ） 

0.5m 

斜線部 I は登はん植物の基

盤であるため、Ｅの基盤面積

から除外してください。 

 

Ｉ

  

3.0m 

7m（接緑） 

Ｆ 

Ｈ

  

CAD求積による CADによる求積の場合記載してください⇒ 

C 10m×1.5ｍ＝15 ㎡

（高さ 1.5m:35 本） 
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基盤 基盤面積 積算面積 緑化判定面積 備　考

A 6.50㎡ 6.00㎡ 6.00㎡

B 5.00㎡ 6.00㎡ 5.00㎡

C 5.00㎡ 13.00㎡ 13.00㎡

D 7.00㎡ 7.00㎡ 7.00㎡

E 40.50㎡ 40.50㎡ 40.50㎡

合計 64.00㎡ 72.50㎡ 71.50㎡

17.00m

基盤 基盤面積 積算面積 緑化判定面積 備　考

F 3.00㎡ 4.00㎡ 3.00㎡

G 15.00㎡ 15.00㎡ 15.00㎡

合計 18.00㎡ 19.00㎡ 18.00㎡

壁面緑化の形式

登はん・下垂・特殊

H 登はん 18.00㎡

I 登はん 18.00㎡

36.00㎡

緑化面積等一覧表

１　地上部
樹木植栽内訳

高木１本・中木１本・低木A１本

高木２本

生け垣：H1.3ｍ×Ｗ10ｍ

植樹帯：９本／㎡

植樹帯：９本／㎡

接道の合計長さ 23.00m 接道緑化の合計長さ

２　屋上部（屋上）
樹木植栽内訳

中木２本

地被類

３　壁面

基盤
樹木植栽内訳

緑化判定面積 備　考
高さ×延長等計算式

合　　計

つる植物：1.20m×15.00m

つる植物：1.20m×15.00m

【地上部記入注意事項】

①各数値は小数点第３位以下を切り捨て、小数点第２位までご記入ください。

②飛び石、雨水ます、空調設備等の植樹できない部分は、基盤面積から控除してください。

③単独木で算定する場合、積算面積は植栽基盤内の高木、中木、低木A、低木B、既存樹木の

本数にそれぞれの単位面積を乗じた値の合計をご記入ください。

④生け垣で算定する場合、積算面積は樹木の高さに生け垣の延長を乗じた値をご記入くださ

い。

⑤基盤面積と積算面積を比較し、いずれか小さい値を緑化判定面積にご記入ください。ただ

し、生け垣及び既存樹木のみで基盤面積を超える場合は、基盤面積の制限を受けずに積算面

積が緑化判定面積となります。

⑥緑化で算定する樹木のみ記入し、算定外の樹木の記入は不要です。

⑦渋谷区では接道緑化の基準なし。

【壁面部記入注意事項】

①壁面緑化を行う場合、植栽基盤及び壁面等の断面図の資料の添付をお願いします。

②特殊な植栽補助機材を使用する場合は、事前にご相談ください。
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基盤 樹種 高さ 本数 備考

A ハナミズキ 3.0m 1

B シラカシ 4.0m 2

A ソヨゴ 1.8m 1

F オリーブ 1.5m 2

A ツツジ 0.8m 1

C カナメモチ 1.3m 30

D サツキ 0.4m 63

E ボックスウッド 0.3m 365

基盤 １㎡当りの株数 備考

G 全面敷き詰め

基盤 １ｍ当りの株数 備考

H ４株

I ４株

樹種

つ
る

植
物

ヘデラ類

ヘデラ類

樹種

地
被

植
物

シバ類

植栽植物一覧表

高
木

中
木

低
木

生
け

垣

植
樹

帯
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(参考) 

『 渋谷区みどりの確保に関する条例（抜粋）』 

（区民の責務） 

第４条  区民は緑化の推進に努めるとともに、区の施策に協力しなければならない。 

（事業者の責務） 

第５条  事業者は事業活動を行うにあたつて、緑化の推進に努めるとともに、区の施策に協力しなければならない。 

（公共施設等の緑化義務） 

第１５条 区長は、区が設置し、又は管理する道路、公園、学校その他の公共施設及びこれらの敷地について、 

緑化をしなければならない。 

２ 国、他の地方公共団体及びこれらに準ずる団体は、その設置し、又は管理する施設及びこれらの敷地について、緑化

をしなければならない。 

（準公共施設等の緑化義務） 

第１６条  準公共施設の所有者等は、その所有し、又は管理する施設及びこれらの敷地について、緑化をしな 

ければならない。この場合において、区長は、特に必要があると認めたときは、所有者等に代わって植樹することが

できる。 

（民間施設等の緑化義務） 

第１７条  区民及び事業者は、その住居、事業所、事業所その他これらに準ずる施設及びこれらの敷地につい 

て、緑化をしなければならない。 

２ 前項の目的を達成するため、区長は、技術上の指導を行うとともに、樹木及び苗木の提供その他緑化に必要な援助を

行うことができる。 

（緑化計画の届出等） 

第１８条  300 平方ﾒｰﾄﾙ以上の敷地において、建築物（建築基準法（昭和 25 年法律第 201 号）第 2 条第 1 号に 

規定する建築物をいう。以下同じ。）の新築、改築及び増築を行おうとする者は、あらかじめ区規則に定める基準に基

づき、当該建築物及びその敷地の緑化についての計画を作成し、区長に届け出なければならない。 

２ 前項の届出を要する行為を行つた者は、当該建築物及びその敷地の緑化が完了したときは、速やかに区長に対し、緑

化完了の報告をしなければならない。 

３ 第 1 項の届出を要する行為を行つた者は、その緑地の適切な維持管理に努めなければならない。 

（勧告） 

第１９条  区長は、前条第 1 項の規定による届出を行わずに同項の届出を要する行為に着手した者に対して、 

当該届出を行うことを勧告することができる。 

２ 区長は、前条第 1 項の規定による届出があつた場合において、当該届出に係る緑化について、同項の基準に適合しな

いと認めるときは、当該届出を行つた者に対して、必要な措置を講ずることを勧告することができる。 

３ 区長は、前条第 2 項の規定による報告を行わない者に対して、当該報告を行うことを勧告することができる。 

附  則 

 １ この条例は、平成１３年４月１日から施行する。 

 ２ 改正後の渋谷区みどりの確保に関する条例第１８条及び第１９条の規定は、平成１３年１０月１日以後に建築物の

新築、改築及び増築を行おうとする者について適用する。 
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『 渋谷区みどりの確保に関する条例施行規則（抜粋）』 

（緑化計画の基準） 

第１０条  条例第 18 条第 1 項に規定する基準は、次のとおりとする。 

(1) 敷地の緑化は、別表第二（裏面参照）の上欄に掲げる区分に応じ、敷地面積から建築面積を控除して

得た面積に同表の下欄に掲げる割合を乗じて得た面積以上の敷地面積について行うものとする。 

(2) 建築物の緑化は、別表第二の上欄に掲げる区分に応じ、建築面積に同表の下欄に掲げる割合を乗じて

得た面積以上に相当する建築物の屋上面積について行うものとする。 

(3) 建築物の緑化は、固定式植栽基盤に限るものとし、生育に必要な土壌の厚さを確保し、給排水、風対

策に適切に配慮するものとする。この場合において、地被植物の植栽を緑化とみなすことができるも

のとする。 

(4) 建築物の緑化は、屋上の緑化を原則とし、やむをえない場合は壁面及びベランダ部分の緑化をもつて

これに代えることができるものとする。 

(5) 第一号の敷地の緑化の面積の基準を満たすことが困難な特別の理由がある場合には、別表第二の基準

に基づき算出される当該敷地において必要とされる緑化の面積のうち、緑化が困難な面積相当分は、

当該建築物上における緑化をもつて代えることができる。ただし、この場合における当該建築物上に

おける緑化の面積は、第二号の建築物の緑化面積には含まれないものとする。 

(6) 第二号の建築物の緑化の面積の基準を満たすことが困難な特別の理由がある場合には、別表第二の基

準に基づき算出される当該建築物において必要とされる緑化の面積のうち、緑化が困難な面積相当分

は、当該建築物の敷地における緑化をもつて代えることができる。ただし、この場合における当該敷

地における緑化の面積は、第一号の敷地の緑化の面積には含まれないものとする。 

(7) 植栽の配置は、接道部に重点を置くものとする。 

(8) 植栽面積の算定基準は、別に区長が定めるものとする。  

２ 前項の規定にかかわらず、区長は、特別の理由があると認めるときは、別に基準を定めることができる。 

 

（緑化計画の届出等） 

第１１条 条例第 18 条第 1 項に規定する計画の届出は、緑化計画書（別記第 7 号様式）によるものとする。 

２ 条例第 18 条第 2 項に規定する完了の報告は、緑化完了書（別記第 8 号様式）によるものとする。 

 

附  則   

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の日前に、渋谷区みどりの確保に関する条例（昭和５３年渋谷区条例第 20 号）第 18 条

第 1 項の規定による緑化計画書を提出した者に適用される同項の区規則で定める基準については、渋谷

区みどりの確保に関する条例施行規則第 10 条及び別表第 2 の規定にかかわらず、なお従前の例による。 
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築
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21 

  

住　　所

氏　　名 担当者氏名

電　　話 電　　　　話

１　一戸建 ２　共同住宅 ３　事務所

敷地面積　 建築面積

[（　　　　　㎡） －（　　　㎡）] ×　　　＝ ㎡

（　　　　　㎡） ×　　　＝ ㎡ ㎡

累計 単位面積 緑化面積

本 　　　　　㎡ ㎡

現存樹木 　ｍ 本 ㎡ ㎡

本　　　　　 　㎡ ㎡

本　　　　　 　㎡ ㎡

ｍ ㎡ ㎡

ｍ ㎡ ㎡

屋　上 ㎡

壁　面 ㎡

ベランダ ㎡

低　 　　木

認　定　欄

植栽の種類建築物の緑化面積

中　　 　木 本

緑化完了予定日

年　　　月　　　日

㎡

㎡緑化計画総面積　（敷地＋建築物）

　　　　　　　　　　 　　　　 氏　　名　
　　　　　　　　電話番号

緑　化　計　画　書
渋谷区みどりの確保に関する条例第18条の規定に基づき、下記のとおり緑化計画書を提出します。

別記第7号様式（第11条関係）

令和　　　年　　　月　　　日　

　渋谷区長　殿
　　　　建築主　住　　所

建築物の緑化面積

　  建築面積

　

　

　

植  樹  帯

設計者

備　考　欄

受　付　欄

緑　化　対　象
面　積 合　計

施設の種類

 

緑化面積
の算出式

敷地の緑化面積
 

敷地の緑化計画面積（合計） ㎡

建築物の
緑化面積

建築場所（住居表示） 渋谷区　　　　　　　　　　　　

４　その他（　　　　　　　　　　　）

樹木等 植栽樹木

敷
地
の
緑
化
計
画

本

高 　　　木
本

生  け  垣
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住　　所

氏　　名 担当者氏名

電　　話 電　　　　話

敷地面積　 建築面積

[（　　　　　㎡） －（　　　㎡）] ×　　　＝ ㎡

（　　　　　㎡） ×　　　＝ ㎡ ㎡

累計 単位面積 緑化面積

本 　　　　　㎡ ㎡

現存樹木 　ｍ 本 ㎡ ㎡

本 　　　　　　㎡ ㎡

本 　　　　　㎡ ㎡

ｍ ㎡ ㎡

ｍ ㎡ ㎡

㎡

屋　上 ㎡

壁　面 ㎡

ベランダ ㎡

㎡

　　　　　　　　電話番号

緑　化　完　了　書

　

　

下記のとおり緑化を完了したので報告します。

別記第8条様式（第11条関係）

令和　　　年　　　月　　　日 

　渋谷区長　殿

　　　　建築主　住　　所

　　　　　　　　　　 　　　   氏　　名　

建築場所（住居表示） 渋谷区　　　　　　　　　　　　

設計者

　

緑化面積
の算出式

敷地の緑化面積

 

緑　化　対　象
面　積 合　計

建築物の緑化面積
　　建築面積  

高　　　木
本

植栽樹木

敷
地
の
緑
化
計
画

樹木等

低　　　木

中　　　木

植  樹  帯

生  け  垣

敷地の緑化面積（合計）

建築物の
緑化面積

認　定　日

備考欄

植栽の種類建築物の緑化面積

㎡緑化計画総面積　（敷地＋建築物）

㎡

　　緑化竣工総面積

　緑 化 完 了 日          　　年　　月　　日

緑化計画確認番号 　        　　年　　月　　日
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基盤 基盤面積 積算面積 緑化判定面積 備　考

合計

ｍ

基盤 基盤面積 積算面積 緑化判定面積 備　考

合計

壁面緑化の形式

登はん・下垂・特殊

緑化面積等一覧表

１　地上部
樹木植栽内訳

接道の合計長さ ｍ 接道緑化の合計長さ

２　屋上部（屋上）
樹木植栽内訳

３　壁面

基盤
樹木植栽内訳

緑化判定面積 備　考
高さ×延長等計算式

合　　計
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基盤 樹種 高さ 本数 備考

基盤 １㎡当りの株数 備考

基盤 １ｍ当りの株数 備考

植
樹

帯

植栽植物一覧表

高
木

中
木

低
木

生
け

垣

樹種

地
被

植
物

樹種

つ
る

植
物
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令和〇年〇月〇日 

 

申立書 

 

 

建築主又は設計者 

氏名  

  

 

 

 令和〇年〇月〇日付けで認定のあった緑化計画書第〇〇〇〇号について、下記のとおり変更が生じた

為、申立ていたします。 

 

記 

 

建築場所(住居表示) 

  

 

建築主、敷地面積又は建築面積（変更する項目を記入） 

 変更前： 

 変更後： 

 理 由：（簡潔にご記入ください。） 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

建築主に関わる変更をされる場合は、新しい建築主によ

る申請、その他の変更は、建築主又は委任を受けた設計

者どちらかの申請により提出をお願いします。 

正副２部提出をお願いします。 

見本 
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☆よくあるご質問 

 

Q1 屋上緑化は必要か？ 

必須ではありませんが、地上と屋上にバランスよく緑化していただくようご協力をお願いします。 

 

Q2 地上部と屋上部の緑化面積は相互に振り替え可能だが、どちらか片方だけでもよいか？ 

やむを得ない場合を除いて双方の緑化にご協力をお願いします。 

どちらか一方の場合でも、全体で必要となる緑化面積を満たしてください。 

 

Q3 緑化計画書を提出したが、工事の最中に建築面積や植栽の樹種を変更した。提出すべき書類はある

か？ 

手引きに記載の申立書様式をご覧ください。建築主、敷地面積又は建築面積に変更があった場合は申立

書のご提出をお願いします。樹種の変更による申立書の提出は必要ありません。 

ただし、計画時と大幅に緑化の内容が変更される場合は、事前に図面等をお持ちいただき相談ください。 

 

Q4 植樹帯の中に植樹帯の樹木とは異なる樹木を植えるが、当該樹木は緑化面積に算定可能か？ 

P.6(3)のとおり、植樹帯とは別に植栽した高・中・低木分は緑化面積に算入できません。 

ただし、当該樹木も「植栽植物一覧表」には記載いただき、備考欄に「算定外」と記入をお願いします。 

 

Q5 「緑化面積等一覧表」に接道緑化の長さを記入する欄があるが、接道緑化の基準はあるか？ 

基準はありません。接道緑化を設けないことも可能ですが、通りからの緑視という観点からご協力をお

願いします。 

また、接道緑化にあたってはフェンス等で遮らず、道路と植栽が極力接するような配置にご協力お願い

します。 
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